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コロナで外食をしない人が増加、外食頻度の回復には時間が必要

週1回以上の外食利用は半減。

ほどんど外食をしない割合は倍増。
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新型コロナウイルス感染症の流行にともない、外食に行く

頻度は大きく減少した。6月以降、回復傾向にはあり、2020

年9月からは、Go To Eatキャンペーンが始まった※。本レポート

では、2020年11月末時点で、どの程度外食頻度が戻ってい

るのかを分析する。

図1は、コロナ拡大前の2020年2月以前の外食頻度と、

2020年9月～11月の外食頻度を比較したものである。週1

回以上利用者は、36.4%から18.2%に減少し、ほとんどしな

い層は14.4%から28.8%と倍増している。コロナの流行により、

外食頻度が大幅に減少したことがわかる。

Go To Eat を利用率は、生活者の3割弱。

ヘビー層、ミドル層を中心に利用されている

図1 外食頻度の変化
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9月下旬から始まったGo To Eatの利用率・認知率は、図2

のように、Go To Eatの「名前を知っている」人は9割を超え、

「内容も理解している」人は8割を超えている。 メディアで取り

上げられることも多く、高い認知・理解につながっていると考え

られる。また、「利用したことがある」人は、全体の約3割であっ

た。開始後約2ヶ月間での利用率となるが、すでに4回以上

利用する人が6.5%存在する。

外食の利用頻度と、Go To Eat利用の関係を整理したも

のが図3である。外食の利用頻度が多い人ほど、Go To Eat

の利用率が高い。月1回以上外食する層でも3割を超える利

用率となっている。また、Go To Eatを利用した人に外食頻度

が増えたかを聴取したところ、外食頻度が高い層の場合、3割

超がGo To Eatのおかげで、外食が増えたと回答している。一

方、外食頻度の少ない層では、 Go To Eatの利用率は低く、

外食の利用拡大につながったと回答した人の割合も少ない。

Go To Eatなどの支援策は、外食頻度の拡大に影響して

いるが、一部の層への効果は限定的だ。コロナの影響で、大

幅に拡大した「外食をほとんどしない」状況になった生活者の

外食を喚起するまでにはいたっていない。外食頻度が元の水

準に戻るには、相当な時間を要すると見られ、外食産業はさ

らなる対策を検討することが必要である。

図3 外食頻度別のGo To Eat利用率と

Go To Eatにより外食が増えた人の割合
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※感染症の再拡大を受け、11月24日以降、食事券の新規発行の一時停止

や食事券や付与されたポイントの利用を控える旨の呼びかけが行われている。

図2 Go To Eat の利用率
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